
旧
制
中
等
学
校
の
作
文
教
育
資
料

-
　
「
作
文
選
」
　
(
福
岡
県
中
等
学
校
)
の
ば
あ
い

「
作
文
選
」
は
、
福
岡
県
中
等
教
育
研
究
会
国
語
没
文
部
会
に
よ
っ
て
編
ま

れ
'
昭
和
l
二
年
(
1
九
三
七
)
六
月
一
日
、
福
岡
県
中
等
学
校
肌
即
H
組
合
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
本
吉
は
'
福
岡
県
下
の
中
等
学
校
生
徒
の
作
文
を
収
録
し

た
'
県
単
位
の
文
集
で
あ
る
。
本
文
は
菊
判
上
下
二
段
組
み
、
二
l
五
ペ
ー
ジ

か
ら
成
り
、
巻
末
附
録
に
は
文
題
例
が
分
野
(
形
態
)
別
・
学
年
別
に
奉
不
さ

れ
て
い
る
。

「
作
文
退
」
に
は
、
福
岡
県
下
全
域
に
わ
た
っ
て
中
等
学
校
生
徒
の
作
文
が

集
め
ら
れ
'
生
徒
た
ち
へ
の
作
文
学
習
資
料
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
と
い
う
心

く
ぼ
り
が
見
ら
れ
る
。
本
書
は
旧
制
中
等
学
校
で
用
い
ら
れ
た
作
文
教
育
資
料

と
し
て
、
独
自
性
に
富
ん
で
お
り
、
学
習
者
に
も
指
導
者
に
も
重
宝
さ
れ
、
活

用
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

以
下
へ
本
吉
に
つ
い
て
、
そ
の
構
成
・
作
文
例
・
文
題
例
・
意
義
と
位
相
等

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

〓

-
'
-
'
'
"
に
に
t
 
t
∵
.
別
に
、
-
小
　
　
　
　
　
品
・
.
t
 
t
-
m
~
"
"
¥
-
 
'
'
・
‥
t
 
C
l
-
J
.
‥

野
　
　
地
　
　
潤
　
　
家

校
、
Ⅵ
工
業
子
校
'
Ⅴ
女
子
校
(
女
子
師
範
子
校
を
含
む
.
)
の
五
つ
に
分
け
'

そ
れ
ぞ
れ
を
子
年
別
(
-
・
>
)
　
・
学
年
順
　
　
　
-
i
s
)
に
し
て
生
徒
作

品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
、
校
種
別
区
分
に
し
た
が
っ
て
へ
学
年
別
あ
る
い
は
子
年
順
に
収
録
さ

れ
た
生
徒
作
品
名
・
校
名
を
示
す
と
'
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

-
　
中
学
校
・
師
範
学
校
(
男
子
の
ば
あ
い
)

節
1
学
年
(
I
四
稿
)

-
「
入
学
の
I
L
B
び
」
　
(
戸
畑
中
)
、
2
「
私
の
家
」
　
(
常
宕
中
)
、
3
「
東

郷
大
将
」
　
(
宗
位
中
)
'
4
「
無
料
」
　
(
門
司
巾
)
'
5
「
二
百
十
日
」
　
(
≡

池
中
)
6
「
虫
の
色
々
」
　
(
豊
津
中
)
'
7
「
小
春
日
」
　
(
中
学
佐
歓
餌
)
、

8
「
遠
足
」
八
暗
中
)
、
9
「
稲
刈
」
　
(
筑
紫
中
)
、
1
0
「
近
況
を
知
ら
せ

る
」
　
(
若
松
中
)
、
1
 
1
「
校
舎
の
窓
か
ら
」
　
(
糸
島
中
)
、
1
2
「
新
年
」
　
(
鞍

手
中
)
'
1
3
「
凧
あ
げ
」
　
(
中
学
明
善
校
)
、
1
4
「
春
来
れ
ば
」
　
(
盟
国
中
)

節
二
学
年
(
1
七
編
)

1
5
「
新
二
年
生
」
　
(
盟
国
中
)
、
1
6
「
我
が
郷
の
川
」
　
(
三
洋
中
)
、
1
7

「
郷
土
の
人
物
」
　
(
八
女
中
)
、
1
8
　
「
田
植
」
　
(
浮
羽
中
)
、
1
9
「
柑
取
「



(
前
筑
巾
)
、
2
0
「
七
夕
」
　
(
築
上
中
)
へ
2
1
「
頭
目
の
学
級
日
詰
」
　
(
l
e
川

中
)
、
2
2
「
凪
」
(
小
倉
中
)
、
2
3
「
神
幸
」
(
中
学
伝
H
餌
)
、
2
4
「
㍍
寝
の
中
」

(
福
岡
中
)
、
2
5
「
教
練
の
時
間
」
(
鞍
手
中
)
、
2
6
「
旧
師
へ
」
(
真
説
車
)
'

2
7
「
日
章
旗
」
　
(
八
暗
中
)
へ
2
8
「
枯
野
」
(
宗
伶
中
)
、
2
9
「
初
口
の
出
」
(
義

穂
中
)
へ
3
0
「
冬
の
朝
」
(
中
学
明
菜
校
)
、
3
1
「
私
の
愛
す
る
花
」
(
門
司
巾
)

第
三
学
年
(
一
六
編
)

3
2
「
新
し
い
教
科
貴
」
　
(
西
柄
学
院
巾
)
へ
3
3
「
大
坪
府
詣
で
」
　
(
筑
紫

中
)
、
3
4
「
椅
人
の
少
年
時
代
」
　
(
糸
島
中
)
、
3
5
「
僕
の
日
常
」
　
(
硯
倉

中
)
'
3
6
「
動
物
と
机
物
」
　
(
若
松
巾
)
、
3
7
「
思
い
出
の
赤
蛸
蛤
」
　
(
買
聴

中
)
、
3
8
「
東
京
相
撲
を
細
る
」
　
(
常
誓
巾
)
、
3
9
「
学
校
間
」
　
(
三
池

中
)
へ
4
0
「
校
旗
」
　
(
束
筑
中
)
、
4
 
1
「
空
襲
に
対
す
る
我
等
の
覚
悟
」
　
(
揺

岡
中
)
、
4
2
「
生
活
の
さ
ま
・
ぐ
.
J
　
(
三
苗
中
)
、
4
3
「
日
本
精
神
」
　
(
淳
羽

中
)
、
4
4
「
K
,
月
」
　
(
築
上
中
)
へ
4
5
「
年
朝
の
所
感
を
友
に
印
し
送
る
」

(
中
学
修
猷
餌
)
、
4
6
「
灯
打
つ
人
」
　
(
八
女
中
)
、
4
7
「
木
学
年
を
招
み

て
」
　
(
小
介
中
)

第
四
学
年
(
三
五
編
)

4
8
「
我
が
前
途
」
　
(
鞍
手
中
)
、
4
9
「
上
級
生
の
自
覚
」
　
(
田
川
中
)
へ
5
0

「
郷
土
の
名
所
旧
蹟
」
　
(
南
筑
中
)
、
5
1
「
体
育
の
必
要
」
　
(
小
倉
中
)
へ
5

「
店
頭
風
景
」
　
(
若
松
巾
)
、
5
3
「
帰
弾
三
力
士
を
弔
ふ
」
　
(
巾
学
明
音

校
)
、
5
4
「
熱
慮
断
行
」
(
柿
間
中
)
'
5
5
「
平
和
」
(
豊
津
中
)
へ
　
5
6
「
以
後

の
五
分
間
」
(
K
-
筑
中
)
、
5
7
「
夷
雨
」
　
(
刑
思
円
中
)
へ
5
8
「
商
=
1
m
見
本
を
粒
等

す
る
文
」
　
(
小
倉
師
範
)
　
へ
　
5
9
「
同
体
の
悠
久
」
　
(
三
渦
中
)
、
6
0
「
夏
祭
」

(
宗
係
中
)
、
6
1
「
蚕
」
　
(
朝
倉
中
)
、
6
2
「
文
明
人
」
　
(
西
南
学
院
中
学
部

商
科
)
'
6
3
「
勉
強
法
」
　
(
三
池
中
)
、
6
4
「
人
生
と
奮
闘
」
(
八
女
中
)
へ
6
5

「
克
己
」
　
(
筑
紫
中
)
'
6
6
「
海
外
移
住
の
友
を
励
ま
す
」
　
(
筑
上
中
)
'
6
7

「
空
」
　
(
朝
介
中
)
へ
6
8
「
忍
耐
」
　
(
八
暗
夜
間
中
)
へ
　
「
雄
弁
の
必
要
」

(
嘉
租
中
)
、
6
9
「
雄
弁
の
必
填
」
　
(
器
紐
中
)
'
7
0
　
「
川
仏
生
活
」
　
(
描

間
中
)
へ
7
1
「
秋
の
景
色
」
　
(
中
学
伝
習
館
)
、
2
7
「
防
窄
涙
習
」
　
(
宿

岡
中
)
　
へ
7
3
「
愛
国
心
」
　
(
八
暗
中
)
、
7
4
「
精
神
作
興
」
　
(
門
司
中
)
'

7
5
「
歳
末
の
感
」
　
(
宗
像
中
)
、
7
6
「
郷
土
の
産
物
」
　
(
浮
羽
中
)
'
7
7
「
近

づ
-
戦
抜
」
　
(
糸
島
中
)
、
7
8
「
陸
揖
記
念
日
所
感
」
　
(
田
川
中
)
、
7
9
「
妊

同
祭
」
　
(
小
介
師
範
)
、
o
C
o
「
実
社
会
に
処
す
る
党
悟
を
間
ふ
」
　
(
八
暗
夜

間
中
)
、
8
1
「
送
辞
」
　
(
常
磐
中
)
、
8
2
「
送
辞
」
　
(
f
-
S
穂
中
)

第
五
学
年
(
三
五
編
)

8
3
「
境
遇
と
決
心
」
　
(
福
岡
夜
間
中
)
、
8
4
「
」
3
上
級
生
の
覚
悟
」
　
(
鞍
馬

中
)
'
8
5
「
国
体
の
精
華
」
　
(
賃
上
卓
)
'
8
6
「
我
が
家
の
歴
史
」
　
(
中
学
明

羊
校
)
へ
8
7
「
実
業
と
退
校
」
　
(
中
学
倍
猷
舘
)
、
8
8
「
E
E
閑
と
都
市
」
　
(
揺

「
ご
　
t
 
s
 
r
s
^
e
:
八
」
　
(
-
」
蝣
;
蝣
'
-
i
^
i
x
i
S
)
　
　
　
「
言
H
.
.
己
　
a
;
?
:
s
:

中
)
、
9
1
「
君
壷
」
　
(
折
間
中
)
'
9
2
「
創
迫
と
模
倣
」
　
(
小
介
師
範
)
へ
　
9

「
災
㌫
見
托
文
」
　
(
八
暗
中
)
、
9
4
「
昌
斎
よ
り
」
　
(
筑
紫
中
)
へ
　
9
5
「
体

験
」
　
(
常
崇
ゅ
)
へ
9
6
「
吾
が
好
め
る
人
物
」
　
(
浮
羽
中
)
へ
9
7
「
国
産
品
」

(
門
司
中
)
、
9
8
「
時
局
に
処
す
る
の
遺
」
　
(
糸
島
中
)
、
9
9
　
「
夏
休
の
回

顧
」
　
(
三
獄
中
)
へ
_
 
-
D
「
調
査
を
供
用
す
る
文
」
　
(
東
筑
中
)
へ
川
「
入
試
を

前
に
し
て
」
　
(
豊
津
中
)
、
間
「
秋
と
訪
日
」
　
(
福
間
夜
間
巾
)
t
 
t
 
r
燈
火

可
,
;
」
　
(
-
2
J
7
!
中
)
、
間
「
　
　
　
‖
た
.
/
-
,
,
∵
ハ
∴
て
」
　
(
J
T
V
-
巾
)
、
.
3

「
　
　
　
∵
」
　
(
C
r
Z
中
.
)
　
t
、
 
"
V
:
2
.
日
し
)
-
.
 
'
㌍
T
J
　
(
小
/
-
中
」
、
間
「
里

節
の
語
義
」
　
(
八
女
中
)
、
t
 
r
旧
師
に
志
望
を
述
ぶ
る
文
」
　
(
中
学
伝
習

紹
)
へ
1
 
-
g
「
隣
国
を
観
る
」
　
(
田
川
中
)
へ
間
「
日
本
の
文
化
」
　
(
西
南
学
院

中
)
、
m
「
寒
稽
古
の
様
子
を
知
ら
せ
る
」
　
(
的
1
.
g
津
中
)
、
t
 
1
 
Z
人
間
到
る
所

に
背
山
あ
り
」
　
(
三
池
中
)
、
t
 
I
3
「
社
会
退
校
」
　
(
福
間
師
範
)
、
‖
「
卒
業



に
あ
た
り
て
」
　
(
若
松
中
)
、
〓
「
卒
業
に
あ
た
り
て
」
　
(
福
岡
夜
間
中
)
へ

間
「
卒
業
式
答
辞
」
　
(
巾
学
修
猷
館
)
、
I
 
r
我
国
の
産
業
」
　
(
柿
間
師
範
)

-
　
監
学
校
(
二
八
飼
)

I
 
r
突
m
m
間
の
手
入
」
　
(
一
年
)
　
(
田
川
農
林
)
へ
I
 
r
柿
」
　
(
邦
二
本

科
1
年
)
　
(
粕
尾
=
3
)
、
1
 
-
0
「
馬
」
　
(
第
二
本
科
1
年
)
　
(
三
井
農
)
、
1
 
-

「
温
室
の
花
」
　
(
l
年
)
　
(
器
柁
農
)
へ
　
1
 
-
2
「
前
代
E
E
」
　
(
二
年
)
　
(
福
岡

f
3
)
t
 
1
 
r
.
篤
農
]
=
年
」
　
(
二
年
)
　
(
築
上
<
m
、
I
 
r
我
が
校
の
出
国
」

(
二
年
)
　
(
鞍
手
=
3
)
、
I
 
r
田
草
取
り
」
　
(
二
年
)
　
(
遠
賀
出
)
、
t
 
r
稲

刈
」
　
(
二
年
)
　
(
嘉
穂
農
)
t
.
 
t
 
-
7
「
収
穫
」
　
(
二
年
)
　
(
朝
倉
農
)
、
1
r
吾

輩
は
米
で
あ
る
」
　
(
二
年
)
　
(
三
池
農
)
'
I
 
r
農
産
物
品
評
会
を
見
て
」

(
二
年
)
(
糸
島
=
3
)
、
間
「
田
閑
と
都
市
」
　
(
二
年
)
　
(
京
都
=
3
)
へ
I
 
r
温

室
栽
培
」
　
(
二
年
)
　
(
八
女
農
)
、
間
「
涜
討
林
の
手
入
」
　
(
二
年
)
　
(
田
川

ぷ
林
)
、
1
r
麦
踏
み
」
(
第
二
本
科
二
年
)
　
(
三
井
農
)
、
間
「
岱
木
を
註
文

す
」
　
(
二
年
)
　
(
企
故
間
芸
)
'
日
5
「
親
」
　
(
三
年
)
　
(
朝
倉
農
石
)
へ
　
1
 
-

「
宮
崎
安
貞
翁
を
憶
ふ
」
　
(
三
年
)
　
(
糸
i
?
㍑
)
、
1
-
7
「
麦
刈
を
依
頼
す
る

文
」
　
(
三
年
)
　
(
八
女
農
)
'
z
*
¥
~
-
'
^
i
村
の
訂
年
」
　
(
三
年
)
　
(
京
都
=
3
)
、

1
 
r
農
士
道
を
諭
す
」
　
(
三
年
)
　
(
企
救
間
芸
)
へ
　
Ⅲ
「
栽
培
日
記
」
　
(
三

午
)
　
(
鞍
手
農
)
t
 
1
 
r
.
汗
の
価
値
」
　
(
三
年
)
　
(
福
間
艮
)
へ
I
 
r
.
産
業
組

合
の
創
設
を
祝
す
」
　
(
第
二
本
科
三
年
)
　
(
粕
以
農
)
'
間
「
鳥
目
パ
註
文
書
」

(
三
年
)
　
(
真
上
=
3
)
、
1
 
4
 
1
「
農
産
品
既
売
依
頼
状
」
　
(
三
年
)
(
三
池
農
)
'

ー
「
農
業
立
間
」
　
(
三
年
)
　
(
福
間
農
)

E
j
　
商
買
学
校
(
〓
ニ
編
)

間
「
小
学
校
時
代
の
思
い
出
」
　
(
l
年
)
　
(
大
牟
田
商
)
、
I
 
r
親
切
」

(
1
年
)
　
(
前
方
両
)
、
I
 
r
予
定
と
実
行
」
　
(
1
年
)
　
(
飯
煩
悶
)
、
間

「
友
を
招
-
」
　
(
卯
1
種
二
年
)
　
(
祁
間
商
)
t
 
t
～
o
「
我
が
敬
賀
す
る
人
物
」

(
三
年
)
　
(
門
司
前
)
へ
川
「
至
誠
t
貿
」
　
(
三
年
)
　
(
小
介
商
)
、
1
-
2
「
完

街
允
会
」
　
(
三
年
)
　
(
久
抑
Ⅲ
米
商
)
、
_
 
～
3
「
河
村
瑞
軒
を
憶
ふ
」
　
(
四
年
)

(
大
牟
田
商
)
、
間
「
-
r
^
z
況
を
照
会
す
る
文
」
　
(
四
年
)
　
(
飯
指
南
)
、
ー

「
商
況
を
照
会
す
る
文
の
返
封
」
　
(
四
年
)
　
(
飯
拐
孤
)
へ
_
 
-
6
「
商
業
と
道

徳
」
　
(
四
年
)
　
(
審
問
商
)
へ
_
-
7
「
貿
易
の
現
状
を
見
て
所
感
を
述
ぶ
」
　
(
五

年
)
　
(
久
留
米
商
)
へ
1
r
商
業
立
国
の
意
義
」
　
(
五
年
)
　
(
小
倉
南
)

Ⅳ
　
エ
某
学
校
(
七
編
)

間
「
お
茶
の
着
否
を
照
会
す
る
文
」
　
(
1
年
)
　
(
八
女
工
)
、
_
r
我
髭
は

犬
だ
」
　
(
一
年
)
　
(
福
間
工
)
、
1
 
-
 
t
「
我
が
校
の
特
色
」
　
(
二
年
)
　
(
三
井

エ
)
、
I
 
r
八
暗
製
鉄
戸
畑
作
業
所
を
見
る
」
(
二
年
)
(
小
介
工
)
、
I
 
r
実

習
工
場
か
ら
」
　
(
三
年
)
　
(
浮
羽
工
)
、
1
 
-
4
「
H
作
師
を
描
く
」
　
(
三
年
)

(
八
女
工
)
、
I
 
r
工
業
日
本
の
思
人
」
　
(
三
年
)
　
(
小
介
工
)

^
蝣
3
岩
層

昂
一
学
年
　
(
T
六
編
)

間
「
入
学
の
再
び
」
　
(
浮
羽
高
女
)
、
1
-
7
「
教
室
の
窓
か
ら
」
　
(
久
留
米
高

女
)
'
I
 
r
旧
師
に
近
況
を
知
ら
せ
る
文
」
　
(
女
子
師
範
)
へ
1
 
-
9
「
我
が
家
」

(
田
川
高
宍
女
)
、
1
 
-
0
「
休
暇
中
の
こ
と
ゞ
も
」
　
(
福
丸
高
実
女
)
'
川
「
秋

の
風
物
」
　
(
宗
伶
高
女
)
へ
1
 
-
2
「
秋
の
風
物
」
　
(
九
州
高
家
政
女
)
へ
1
 
-
r
運

動
会
」
　
(
早
良
高
女
)
間
「
或
る
日
曜
日
に
」
　
(
鵜
城
高
女
)
へ
　
間
「
日
章

旗
」
　
(
黒
木
高
尖
女
)
、
1
 
-
6
「
1
年
を
和
み
て
」
　
(
飢
些
山
女
)
　
へ
間
「
年
賀

状
」
　
(
飯
些
=
仙
女
)
、
間
「
初
詣
で
」
　
(
前
古
打
実
女
)
へ
I
 
r
.
幼
時
の
思



い
出
」
(
門
司
突
高
)
、
捌
「
火
事
見
舞
」
(
福
岡
市
男
一
女
)
、
1
「
卒
業

の
お
姉
様
を
送
る
」
(
築
上
高
女
)

第
二
学
年
(
1
二
編
)

t
r
l
年
生
を
辺
へ
て
」
(
小
倉
高
女
)
へ
1
-3
「
友
へ
」
(
柳
河
高
女
)
へ

間
「
私
の
希
望
」
(
山
門
高
実
女
)
へ
t
r
七
山
」
(
京
都
実
高
女
)
t
m
登

校
の
途
上
」
(
梧
悶
女
)
、
m
「
お
洗
濯
」
(
筑
紫
高
女
)
t
M
「
家
事
の
手

伝
」
(
久
F
=
米
嵩
家
政
女
)
t
1
r
.
病
気
見
舞
の
文
」
(
久
田
米
昭
和
高
女
)
ち

_
r
冬
の
黄
昏
」
(
西
南
女
学
校
)
t
I
r
私
の
崇
拝
す
る
人
物
」
(
折
屋
尚

女
)
、
M
「
紀
元
節
の
日
に
」
(
勝
山
高
女
)
へ
t
r
夕
の
ひ
と
時
」
(
朝
倉

高
女
)

第
三
学
年
(
1
1
編
)

m
「
我
が
校
風
」
(
福
間
高
女
)
、
1
-
5
「
夕
立
」
(
京
都
高
女
)
、
間
「
『
竹

取
物
語
』
を
読
ん
で
」
(
県
立
筑
紫
高
女
)
、
t
r
六
の
巻
よ
さ
や
う
な
ら
」

(
大
牢
E
E
高
家
政
)
、
間
「
髪
」
(
柳
河
高
女
)
'
間
「
女
性
と
読
番
の
趣
味
」

(
大
牟
田
高
女
)
、
2
-
0
「
冬
の
朝
」
(
勝
山
高
女
)
へ
2
-
1
「
若
水
」
(
椎
田
高

実
女
)
、
2
-

2
「
貢
の
女
性
美
」
(
久
留
米
高
女
)
、
2
-

3
「
送
辞
(
漬
方
高
女
)
へ

2
r
送
辞
」
(
小
室
尚
女
)

第
四
学
年
(
一
六
編
)

m
「
故
上
級
生
と
し
て
の
覚
悟
」
(
若
松
高
女
)
、
2
-
6
「
修
学
旅
行
記
」
(
A

隔
高
女
)
、
2
-
7
「
時
」
(
門
司
高
女
)
、
2
-

8
「
責
剣
勝
負
」
(
戸
畑
高
女
)
、
2
r
ゎ

が
国
民
性
」
(
八
女
高
女
)
、
2
r
女
性
の
使
命
」
(
三
世
尚
女
)
t
m
「
感
謝
の

心
」
(
糸
島
女
高
)
へ
2
r
母
を
矢
へ
る
友
へ
」
(
九
州
高
女
)
、
2
-
3
「
清
治
の

秋
」
(
香
椎
高
女
)
'
2
r
我
が
歩
め
る
道
」
(
小
倉
高
女
)
'
Z
r
.
歳
末
の

風
景
」
(
田
川
高
女
)
、
2
1
6
「
母
」
(
直
方
高
実
女
)
、
2
1
7
「
母
」
(
女
子
師

玩
)
、
Z
r
心
」
(
福
岡
高
女
)
、
2
-
9
「
答
辞
」
(
嘉
穂
高
女
)
、
Z
r
答
辞
」 (

福
岡
高
女
)

右
の
収
録
作
品
数
を
校
種
別
・
学
年
別
に
ま
と
め
る
と
'
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

計

「
作
文
選
」
に
は
、
福
間
県
下
一
〇
三
校
(
う
ち
、
中
学
校
三
〇
校
、
実
業

学
校
二
七
校
'
女
学
校
四
六
校
の
生
徒
作
文
二
二
〇
編
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
学
校
・
師
範
学
校
(
男
子
生
徒
の
ば
あ
い
)
か
ら
は
二

七
編
が
採
録
さ
れ
て
'
全
体
の
半
数
を
上
回
わ
っ
て
い
る
。
学
年
ご
と
の
採
録

に
も
'
学
年
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
が
、
大
き
い
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。

四
年
の
五
五
編
が
鼓
も
多
く
へ
二
年
二
二
年
の
四
五
編
・
四
四
編
が
こ
れ
に
つ

づ
い
て
い
る
。

本
詩
の
「
凡
例
」
に
は
'
「
実
業
学
校
の
下
学
年
に
文
例
の
少
い
の
は
、
中

学
校
の
下
学
年
分
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
か
ら
で
あ
る
U
と
記
さ
れ
て
い

る
。な

お
'
各
学
年
ご
と
の
生
徒
作
品
に
つ
い
て
は
'
ほ
ぼ
季
節
順
に
配
列
し
て

あ
り
、
学
校
生
活
・
家
庭
生
活
・
社
会
生
活
に
お
け
る
年
間
を
見
通
し
て
の
位



㌍
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。

≡

「
作
文
選
」
に
収
め
ら
れ
た
二
二
〇
扇
の
作
文
群
か
ら
、
文
例
と
し
て
l
五

扇
を
選
ん
で
掲
げ
る
と
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
　
二
百
十
日
(
前
掲
通
し
番
号
、
5
)
　
三
池
中
学
校
第
一
学
年

西
東
さ
へ
も
肢
に
知
ら
な
か
っ
た
尋
常
1
年
の
秋
。
早
朝
に
来
襲
し
た
大
風

は
い
つ
止
む
と
も
知
れ
ず
墨
を
流
し
た
様
な
空
よ
り
大
粒
の
雨
が
、
地
を
打
ち

戸
を
叩
-
。
ヒ
ユ
ー
ガ
タ
ー
1
1
、
佃
気
味
な
音
を
た
て
る
木
々
、
雨
戸
。
板
戸

の
隙
間
よ
り
は
雨
さ
へ
況
り
、
庭
に
置
き
ざ
り
に
し
た
バ
ケ
ツ
は
ガ
ラ
ン
ー
/
＼

と
音
を
立
て
つ
ゝ
一
面
に
転
げ
廻
る
。
時
々
関
戸
の
閉
ぢ
る
音
も
交
っ
て
、
何

と
も
言
へ
ぬ
恐
し
さ
が
身
辺
に
漂
ふ
O

家
内
中
四
畳
半
の
1
間
に
父
を
中
心
と
し
て
「
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
事
や

ら
U
　
「
実
に
ひ
ど
い
旋
風
だ
]
等
と
話
を
交
さ
れ
る
父
母
の
御
言
葉
に
、
「
百

姓
は
稲
が
仝
滅
し
て
困
る
だ
ら
う
に
な
あ
U
と
言
は
れ
る
と
'
僕
は
幼
な
心
に

に
も
あ
の
苛
々
と
成
長
す
る
稲
が
'
皆
倒
れ
て
し
ま
ふ
な
ら
へ
　
　
と
百
姓
さ

ん
に
同
情
し
な
い
で
は
居
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
風
は
い
よ
7
1
洞
を
巻
い
て
地

上
を
吹
き
ま
く
る
。
父
母
の
顔
に
は
不
安
が
募
っ
て
行
く
。
僕
は
父
の
傍
に
結

こ
ま
っ
て
ゐ
た
。

折
し
も
一
し
き
り
吹
き
来
る
大
暴
風
に
、
メ
-
7
1
ド
ド
、
ド
シ
ン
と
。
一

大
音
響
と
共
に
床
が
動
い
た
。
す
は
こ
そ
、
雨
戸
に
近
よ
り
穴
か
ら
覗
い
て
見

れ
ば
、
あ
ゝ
-
悲
惨
な
る
か
な
。
大
木
を
誇
っ
て
ゐ
た
庭
の
柿
の
木
が
根
こ
そ

ぎ
に
打
倒
れ
へ
大
枚
小
枝
が
数
限
り
な
く
折
れ
て
ゐ
る
O
今
の
風
に
垣
根
が
す

っ
か
り
打
倒
れ
て
隣
の
家
の
庭
が
見
通
さ
れ
る
。
父
母
は
大
変
な
御
心
配
で
あ

る
が
、
一
年
の
僕
に
は
こ
の
場
面
が
面
白
か
っ
た
。
併
し
次
の
瞬
間
此
の
上
大

凪
が
強
く
な
れ
ば
今
度
こ
そ
家
が
倒
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
恐
し
く
な

m
s
i併

し
今
日
が
登
校
日
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
と
、
僕
は
無
茶
苦
茶
に
心
が
勇

む
。
・
r
何
だ
O
こ
の
位
の
風
が
、
恐
し
-
て
日
本
男
子
に
な
れ
る
か
。
僕
は
行

く
へ
き
っ
と
。
そ
し
て
皆
を
、
い
や
先
生
を
驚
か
す
」
と
、
元
気
よ
く
出
た
。

僕
は
父
の
合
羽
の
中
に
隠
れ
て
飛
ば
な
い
や
う
に
歩
い
た
。
ヒ
ユ
ー
/
＼
、
と

言
ふ
音
は
一
層
烈
し
く
耳
を
う
つ
。
そ
し
て
合
羽
の
裾
が
バ
ク
/
1
音
を
立
て

る
。
二
三
人
の
人
が
身
を
屈
め
て
行
く
。

学
校
に
来
て
見
る
と
、
先
生
方
が
三
人
居
ら
れ
て
「
や
あ
-
○
○
君
よ
く
来

た
ね
。
よ
く
来
ら
れ
た
ね
U
と
、
大
変
な
斯
き
で
あ
る
O
教
室
は
机
が
片
よ
せ

て
あ
り
床
に
は
雨
折
り
で
、
大
変
な
水
だ
。

「
ひ
ど
い
風
と
雨
で
'
教
室
は
湖
で
す
よ
U
等
言
っ
て
ゐ
ら
れ
る
O
硝
子
戸

は
l
瀬
破
れ
て
、
其
の
所
に
は
あ
り
あ
は
せ
の
板
切
れ
が
変
な
形
に
は
ら
れ
て

あ
る
。
時
々
風
に
交
っ
て
瓦
の
飛
ぶ
の
が
硝
子
越
に
見
え
る
。
凪
も
少
し
和
い

だ
の
で
帰
る
こ
と
に
し
た
。

ガ
ラ
-
'
言
っ
て
落
ち
る
瓦
を
避
け
な
が
ら
帰
り
を
急
ぐ
時
、
ふ
と
見
上
げ

た
ら
、
電
柱
に
1
本
傘
が
引
か
ゝ
つ
て
凪
の
吹
-
皮
に
物
淋
し
く
揺
れ
て
ゐ

た
。
(
同
上
v
r
三
-
四
ペ
)

2
　
私
の
愛
す
花
(
前
掲
通
し
番
号
、
G
)
　
門
司
中
学
校
第
二
学
年

西
洋
草
花
を
愛
す
る
こ
と
が
現
代
趣
味
と
な
っ
た
今
日
で
は
、
美
麗
な
春
の

未
の
花
も
、
可
憐
な
秋
の
野
の
花
も
'
も
は
や
現
代
人
の
預
か
ら
次
第
に
遠
ざ

か
り
初
め
て
い
る
。
併
し
私
は
矢
張
り
古
来
の
花
木
を
愛
し
へ
草
花
を
愛
好
す

る
。
就
中
梅
の
崇
高
な
姿
を
眺
め
る
と
き
は
'
何
と
も
形
容
の
出
来
な
い
美
感

に
打
た
れ
る
の
で
あ
る
。



梅
は
第
一
に
高
尚
で
あ
る
。
卑
規
な
態
が
な
い
。
昔
菅
原
道
夷
は
「
東
風
吹

か
ば
香
お
こ
せ
よ
梅
の
花
、
主
な
し
と
て
春
な
忘
れ
そ
」
と
詠
じ
た
。
若
し
梅

の
花
が
放
碧
で
潰
比
な
花
で
あ
る
と
し
た
ら
、
到
底
か
の
道
貴
公
を
し
て
自
身

の
心
境
を
ば
伝
へ
し
め
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
公
が
梅
花
を
好
ま
れ
た
理

由
も
此
の
辺
に
あ
る
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
桜
も
良
い
。
然
し
桜
は
何
か
最
相

を
欠
く
。
〓
9
校
な
け
同
蝣
v
-
V
.
分
1
'
.
^
・
'
い
o
 
r
り
-
r
出
蝣
S
;
j
i
O
-
Q
,
‥
'
蝣
i
'
-
V
は
蝣
-
>
.
,
r
川
蝣
p

あ
る
。

∴

'

I

‥

　

　

　

　

∵

'

・

h

、

.

.

.

.

.

_

^

1

*

1

.

-

,

(

い

'

我
物
だ
″
と
云
ふ
や
う
に
美
し
い
音
色
で
咽
っ
て
ゐ
る
の
は
一
屑
趣
が
深
い
。

梅
は
潔
白
で
あ
り
、
清
澄
で
あ
る
。
徴
邑
も
寧
り
な
点
が
無
い
。
貢
に
梅
花

は
花
の
垂
。
同
で
あ
り
、
典
型
で
あ
る
。

私
は
如
何
に
考
へ
て
も
梅
を
花
の
王
者
で
あ
る
こ
と
断
言
せ
ざ
る
を
得
な

い
。若

し
人
が
間
ふ
た
な
ら
ば
'
私
は
遅
疑
な
-
答
へ
る
で
あ
ら
う
。

「
崇
高
な
る
が
故
に
梅
を
愛
す
る
」
と
。
(
同
上
出
、
二
E
I
～
二
五
ペ
)

3
　
年
頚
の
所
感
を
友
に
申
し
送
る
(
前
掲
通
し
番
号
、
E
;
)
　
中
学
倍
猷

J--"<--~-三半鞘

新
年
お
め
で
た
う
。
君
も
定
め
し
希
望
に
満
ち
た
昭
和
第
十
二
年
を
ス
タ
ー

ト
せ
ら
れ
た
こ
と
1
思
ひ
ま
す
。

僕
等
も
怒
々
今
年
は
第
三
学
年
の
課
程
を
柊
へ
て
第
四
学
年
に
進
み
、
学
校

の
中
堅
と
し
て
大
い
に
活
躍
す
べ
き
時
が
や
っ
て
来
た
の
で
す
.
希
望
へ
と
1

路
邁
進
す
べ
き
時
が
や
っ
て
来
た
の
で
す
.
人
は
誰
で
も
希
望
を
持
っ
て
居
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
に
近
づ
か
う
と
し
て
努
力
し
て
居
ま
す
O
若
し
希
望
の
な
い

人
が
あ
っ
た
ら
'
そ
の
人
は
人
と
し
て
生
き
て
行
-
力
を
失
ろ
た
人
で
あ
り
ま

す
。
「
希
望
な
き
生
活
」
そ
れ
は
何
処
に
生
き
甲
班
が
あ
る
で
せ
う
か
O
生
き

て
居
る
と
い
ふ
苗
び
が
あ
り
ま
せ
う
か
。
そ
れ
は
生
き
た
屍
で
は
な
い
で
せ
う

か
o
私
は
こ
の
様
な
生
け
る
抗
と
な
る
こ
と
な
く
へ
日
進
月
歩
刻
苦
勉
励
へ
不

断
の
倍
壷
を
砧
み
、
1
歩
々
々
希
望
へ
の
道
を
些
り
う
と
決
心
し
た
の
で
あ
り

ま
す
。
私
は
「
杭
へ
よ
常
に
」
と
い
ふ
こ
と
を
閃
い
て
居
り
ま
す
.
何
封
に
も

十
分
な
る
準
蛸
が
必
婁
で
あ
り
ま
す
。
私
辻
が
勉
強
す
る
に
し
て
も
予
凹
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
予
習
を
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
先
生
の
説
明
も
よ
り
よ
-
別
解
さ

れ
て
'
自
分
の
知
識
も
広
く
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
'
私
は
こ
れ
ま
で
度
々
予

習
を
怠
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
諺
に
油
断
大
敵
と
い
ふ
こ
と
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
ど
ん
な
小
事
で
も
こ
れ
を
軽
視
し
て
、
準
備
を
怠
る
や
う
な
こ
と
は
、
今

後
致
す
ま
い
と
決
心
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
共
に
断
行
の
勇
気
と
忍
耐
力
と
を
、

大
い
に
葬
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
覚
悟
し
ま
し
た
.
如
何
に
よ
く
準
備
し
て
も
そ
れ

に
男
気
と
討
耐
力
と
が
な
か
っ
た
ら
'
有
耶
無
郡
に
な
っ
て
し
ま
ふ
で
せ
う
。

そ
れ
で
私
は
今
か
ら
寸
陰
を
惜
し
ん
で
、
今
の
吾
等
の
職
務
「
勉
学
」
に
1

心
に
い
そ
し
み
へ
大
い
に
頑
挙
り
う
と
思
ひ
ま
す
。
殊
に
今
年
は
牛
の
年
で

す
。
ど
っ
し
り
と
落
付
い
て
ゐ
て
'
去
年
の
失
枚
を
再
び
重
ね
る
こ
と
の
な
い

や
う
に
過
さ
う
と
思
ひ
ま
す
o
そ
し
て
非
常
時
と
言
は
れ
る
今
年
を
、
緊
柾
1

番
大
い
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
忠
ひ
ま
す
。

最
後
に
平
常
の
厚
い
友
誼
を
謝
し
仰
せ
て
兄
が
益
々
御
元
気
に
過
さ
れ
ん
こ

と
を
祈
っ
て
筆
を
招
き
ま
す
。
(
同
上
当
、
三
九
-
四
〇
ペ
)

4
　
克
己
(
前
掲
通
し
詩
号
'
6
5
)
　
筑
紫
中
学
校
第
四
学
年
二
種

一
休
人
が
万
物
の
巾
山
岳
と
し
て
生
物
界
に
君
臨
し
て
摺
れ
る
の
は
何
故
で
あ

ら
う
か
.
そ
れ
は
人
が
理
性
を
布
す
る
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
0
こ
の
理
性
は
自

覚
又
は
反
省
と
な
り
、
更
に
感
激
と
も
な
り
克
己
と
も
な
っ
て
、
我
々
の
良
心



の
中
核
を
形
成
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

人
は
慾
望
の
動
物
で
あ
る
。
慾
望
は
動
物
の
本
然
的
要
求
を
も
つ
人
間
を
し
.

て
今
日
の
社
会
を
作
ら
し
め
、
地
上
の
如
何
な
る
生
物
も
が
企
て
得
な
い
文
化

を
作
ら
し
め
た
も
の
は
、
実
に
こ
の
慾
望
で
あ
り
へ
之
に
伴
ふ
努
力
で
あ
っ
た

の
だ
O
併
し
な
が
ら
人
間
の
慾
望
は
無
限
で
あ
り
'
之
を
清
足
せ
し
め
る
人
の

能
力
に
は
限
度
が
あ
る
以
上
へ
此
の
能
力
を
準
え
た
慾
望
が
生
じ
た
場
合
へ
そ

こ
に
不
純
煩
悶
の
起
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
且
人
は
鵜
川
的
生
活
を
な

し
て
居
る
為
に
へ
個
人
の
利
炎
と
は
な
っ
て
も
'
他
の
多
く
の
人
々
の
不
利
益

と
な
る
場
合
も
珍
し
-
は
な
い
.
此
の
様
な
状
態
に
於
て
、
人
が
自
己
の
慾
望

を
悉
-
満
足
せ
し
め
よ
う
と
し
へ
自
己
の
要
求
を
し
尽
さ
う
と
し
た
な
ら
ば
ど

う
で
あ
ら
う
か
。
必
ず
や
不
正
な
方
法
に
訴
へ
て
も
自
己
の
要
求
を
清
足
せ
し

め
よ
う
と
し
て
、
所
謂
弱
肉
強
食
、
阿
鼻
叫
喚
の
地
獄
が
出
現
す
る
で
あ
ら

う
。
そ
れ
は
人
生
の
破
滅
で
あ
り
'
人
類
の
滅
亡
で
あ
る
。
自
制
心
克
己
心
の

必
要
は
此
処
に
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
克
己
と
は
如
何
な
る
も
の
か
o
そ
れ
は
慾
情
を
抑
へ
る
一
つ
の
む
性

の
働
き
に
他
な
ら
な
い
.
「
自
制
」
と
い
ひ
「
没
我
」
と
い
ふ
の
も
鵜
記
は
同

1
義
に
過
ぎ
な
い
.
克
己
心
の
あ
る
所
'
人
格
は
向
上
し
'
腔
仝
な
社
会
も
拍

来
さ
れ
る
こ
と
～
な
る
の
で
あ
る
。

克
己
の
な
い
人
生
'
そ
れ
は
禽
秋
の
生
活
で
あ
る
0
人
が
人
と
し
て
恥
ず
か

し
-
な
い
事
を
欲
L
t
又
伯
の
動
物
と
区
別
し
て
待
過
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る

以
上
へ
克
己
心
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
人
間
が
誇
を
有
す
る
こ
と
を
望
む
問

は
、
人
間
か
ら
克
己
心
を
取
り
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
克
己

心
は
地
上
幾
百
万
の
生
物
の
中
人
問
の
み
が
布
す
る
へ
又
有
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
道
班
の
垂
尚
規
準
の
1
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
0

さ
て
克
己
心
を
非
成
す
る
に
は
果
し
て
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
答
は
相
即

だ
。
即
ち
不
断
の
自
制
倍
藁
の
一
語
に
尽
き
る
。
心
中
常
に
起
り
つ
つ
あ
る
色

々
の
不
純
不
正
な
慾
斑
を
全
力
を
挙
げ
て
抑
へ
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
我
々
は

幼
い
時
に
高
時
正
凪
の
克
巳
に
つ
い
て
習
っ
た
事
が
あ
る
.
之
と
自
分
達
の
平

常
と
を
比
較
し
て
見
る
時
へ
正
に
汗
顔
に
域
へ
な
い
。
我
々
は
所
謂
「
大
事
」

に
の
み
気
を
軍
り
れ
て
'
卑
近
な
串
を
軽
視
し
過
ぎ
て
は
店
な
い
だ
ろ
う
か
.

ぁ
れ
を
恩
ひ
'
こ
れ
を
思
う
て
、
静
か
に
反
省
す
れ
ば
、
到
る
所
に
侶
藁
の
機

会
は
存
し
て
店
る
0
我
々
は
先
づ
此
等
を
利
用
し
て
克
己
心
養
成
の
手
段
と
す

べ
き
で
あ
る
。
(
同
上
臼
、
五
八
～
五
九
ペ
)

5
　
打
貴
諭
(
前
掲
通
し
番
号
、
5
3
)
　
荒
祉
中
学
校
第
五
学
年

身
玉
榎
に
居
り
財
宝
を
列
ね
'
任
国
の
克
き
を
負
う
て
、
声
望
高
き
は
,
こ

れ
万
人
の
斉
し
-
欲
す
る
所
な
り
。

然
れ
ど
も
、
我
聞
-
「
其
の
道
を
以
て
之
を
得
ざ
れ
ば
処
ら
ざ
る
な
り
U

と
'
然
り
。
男
子
豊
不
義
を
以
て
之
を
亭
り
ん
や
〇

・
'
∴
　
∵
、
-
・
∴
t
.
 
・
・
∴
　
　
　
　
　
　
∴
-
一
r
-
'
.
'
.
'
.
'
-
.
'
i
　
"
i
・
'

悩
み
あ
ら
ば
断
じ
て
幸
福
と
は
言
ひ
難
L
t
古
人
も
「
不
義
に
し
て
打
み
且
つ

貴
き
は
我
に
於
て
浮
雲
の
如
L
u
と
い
へ
り
0

赤
弱
沈
ふ
が
如
く
と
も
、
心
広
く
行
ひ
正
し
く
ば
、
我
寧
ろ
苗
ん
で
こ
れ
に

居
ら
ん
0
両
漏
る
軒
に
月
を
仰
ぎ
、
破
窓
凪
吟
ず
る
と
こ
ろ
人
知
ら
ぬ
趣
を
味

ひ
'
疎
食
を
食
ひ
、
肱
を
曲
げ
て
高
臥
の
安
き
を
楽
し
ま
ん
。

さ
は
い
へ
'
大
は
国
家
の
経
鈴
よ
り
、
小
は
親
に
仕
へ
身
を
藁
ふ
に
至
る
ま

で
へ
財
貨
な
く
ん
ば
こ
の
志
を
述
す
る
能
は
ず
o
空
し
く
傷
つ
き
作
る
1
は
、

こ
れ
我
等
が
日
常
日
間
す
る
所
。
正
し
き
生
業
を
営
み
、
以
て
打
点
の
栄
を
受

く
る
は
、
古
来
賢
人
の
退
み
し
所
、
何
の
喝
づ
る
所
か
あ
ら
む
。

さ
れ
ば
告
Ⅱ
に
執
す
る
も
随
な
り
、
貧
脱
に
泥
む
も
愚
な
り
。
我
等
の
貴
に

鍔
求
す
べ
き
は
迫
を
渠
し
む
こ
と
こ
れ
な
り
。
㌫
貴
を
指
る
と
得
ざ
る
と
に
論



な
く
へ
勉
励
努
力
道
を
行
う
て
以
て
自
ら
恰
然
た
る
に
あ
り
。

か
ぐ
て
,
符
貫
来
ら
ば
身
を
以
て
世
を
済
し
'
E
H
緑
な
く
ん
ば
清
離
高
通

以
て
百
世
の
師
と
な
ら
ん
o
唯
、
天
下
の
大
道
に
勉
む
る
の
み
。
悪
ん
ぞ
、
富

貴
に
拘
ら
ん
や
。
(
同
上
苔
'
八
三
ペ
)

6
　
秋
と
読
苔
(
前
掲
通
し
番
号
'
E
i
)
　
福
岡
夜
間
中
学
第
五
学
年

夏
去
り
秋
と
な
れ
ば
、
だ
ら
り
と
し
た
気
持
、
耐
へ
難
い
暑
さ
か
ら
開
放
さ

れ
て
'
新
秋
の
涼
味
と
共
に
身
心
共
に
引
緊
っ
て
'
生
れ
変
っ
た
様
な
舞
快
さ

を
覚
え
、
新
ら
し
い
希
望
を
以
て
仕
事
に
取
り
掛
ら
う
と
言
ふ
進
取
的
積
極
的

な
生
々
と
し
た
気
持
に
な
る
。

秋
に
も
異
っ
た
二
方
面
の
見
方
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
即
ち
椅
-
高
く
澄

み
渡
っ
た
秋
'
収
穫
の
秋
へ
野
も
山
も
蹄
節
を
粧
ひ
稲
穂
み
の
る
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
へ
登
山
ハ
イ
キ
ン
グ
の
秋
、
こ
れ
等
は
皆
秋
の
積
極
的
光
明
的
方
面
の

1
観
察
で
あ
る
。

併
し
こ
の
反
面
に
や
が
て
没
落
を
忠
は
せ
る
秋
、
紅
葉
に
飾
ら
れ
た
秋
の
野

山
の
派
手
や
か
さ
の
か
げ
は
将
に
消
え
ん
と
す
る
燈
火
の
ひ
と
し
き
り
燃
え
さ

か
る
に
も
似
た
哀
愁
を
か
く
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
人
生
の
無
常
を
感
じ
さ

せ
る
秋
、
凋
落
死
滅
の
悲
哀
死
の
一
歩
前
を
恩
は
せ
る
感
じ
の
す
る
秋
の
一
面

を
私
は
見
落
す
事
は
出
来
な
い
。

私
は
早
く
両
親
に
死
別
し
孤
独
の
生
活
を
送
っ
て
来
た
関
係
か
、
此
幽
寂
な

秋
の
気
分
が
た
ま
ら
な
く
好
き
で
あ
る
。
此
秋
が
か
も
し
出
す
清
浄
幽
寂
で
透

徹
な
気
分
の
中
に
読
書
三
株
に
日
々
を
過
ご
す
事
が
出
来
た
な
ら
ど
ん
な
に
幸

福
だ
ろ
う
か
。

読
討
程
私
の
こ
の
淋
し
い
孤
独
な
気
持
に
精
神
的
慰
安
を
与
へ
て
呉
れ
る
も

の
は
な
い
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
し
ん
み
り
と
し
た
情
緒
を
内
容
と
し
た
も
の

が
好
ま
し
い
。
純
文
学
的
教
訓
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

私
は
慌
し
い
過
去
を
過
し
て
来
て
読
む
の
体
験
に
と
ぼ
し
い
だ
け
に
尚
更
そ

れ
を
欲
求
し
て
居
る
か
も
知
ら
な
い
。
併
し
此
幽
寂
な
気
分
に
浸
り
な
が
ら
何

時
迄
も
-
/
つ
き
ざ
る
情
緒
を
追
っ
て
隈
想
に
ふ
け
る
時
私
は
私
自
身
の
野
身

を
さ
へ
恨
み
た
く
な
る
。

俗
世
間
と
の
交
渉
を
断
ち
一
読
畜
生
と
し
て
生
涯
を
過
し
た
い
街
動
に
轡
ら

れ
る
事
さ
へ
あ
る
。

併
し
又
l
両
実
社
会
に
尚
す
る
執
着
の
人
l
倍
強
い
私
を
発
見
し
て
独
り
苦

笑
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
(
同
上
串
へ
九
四
-
九
五
ペ
)

7
　
卒
業
式
答
辞
(
前
掲
通
し
菅
百
、
1
)
　
中
学
修
猷
館
第
五
学
年

!

蝣

>

本
日
玉
に
多
数
古
賀
の
臨
場
を
辱
ふ
し
、
第
四
十
九
回
卒
業
琵
琶
の
授
与
式

を
挙
行
せ
ら
る
。
生
等
の
光
栄
何
も
の
か
之
に
加
へ
ん
。

顧
れ
ば
昭
和
七
年
春
四
月
、
生
等
が
新
ら
し
き
希
望
を
乗
せ
て
来
り
学
び
し

時
に
、
悉
く
之
れ
幼
稚
未
熟
な
る
少
年
な
り
き
。
今
や
高
等
普
通
教
育
の
課
理

を
終
へ
て
本
日
の
栄
誉
を
負
ふ
。
之
偏
へ
に
館
長
先
生
を
始
め
、
諸
先
且
の
懇

切
な
る
御
吾
陶
の
然
ら
し
む
所
こ
1
に
本
館
を
去
ら
ん
と
す
る
に
当
り
へ
感
汲

殊
に
新
に
し
て
油
恩
愈
々
深
き
を
党
ゆ
る
も
の
な
り
。
感
謝
と
幸
福
と
に
満
ち

し
五
ヶ
年
の
生
活
は
今
や
去
っ
て
夢
の
如
し
0
其
の
問
、
現
々
た
る
百
道
の
松

・

・

、

　

　

　

　

　

.

　

、

∵

　

　

・

・

-

-

.

'

I

-

.

'

l

。

　

　

　

小

す
が
に
し
て
、
偉
人
賢
才
を
輩
出
し
、
剛
健
質
朴
を
風
と
す
る
本
館
に
学
べ
る

は
、
得
難
き
幸
福
と
言
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
意
気
に
溢
れ
'
力
に
満
ち
た
る
中

学
生
活
を
柊
へ
、
慈
愛
深
き
恩
師
の
膝
下
を
離
れ
ん
と
す
。
離
恨
綿
々
た
る
も

の
あ
り
。

今
や
皇
国
は
内
外
共
に
多
事
多
端
、
国
家
の
吾
等
に
期
す
る
所
真
に
大
な
る



も
の
あ
り
と
聞
-
。
非
常
の
秋
、
生
等
各
々
其
の
田
舎
を
異
に
す
る
と
頂
も
、

斉
し
く
挙
々
と
し
て
聖
諭
を
服
庸
し
、
致
々
と
し
て
教
訓
を
実
践
し
、
万
難
屈

せ
ず
千
苦
控
ま
ず
O
中
堅
国
民
と
し
て
の
大
道
に
遭
進
し
、
紀
鈍
を
尽
し
て
皇

恩
に
報
い
'
微
盟
を
拝
げ
て
師
関
心
の
万
一
に
報
ぜ
ん
こ
と
、
こ
の
光
栄
を
空
し

う
せ
ざ
る
所
以
な
り
。

在
校
生
諸
君
へ
共
に
見
た
り
弟
た
る
こ
と
四
年
、
元
冠
の
遺
蹟
を
背
景
に
し

:
蝣
i
-

て
学
舎
の
人
た
り
。
智
を
研
き
相
睦
び
相
規
ゆ
る
も
束
の
間
な
り
き
し
が
'
'
祝

を
別
つ
に
当
っ
て
転
た
感
慨
撫
塁
な
る
も
の
あ
り
O
親
愛
な
る
諸
君
.
校
訓
を

遵
守
し
て
研
損
伶
ま
ず
'
他
日
の
大
成
を
期
し
て
五
十
年
の
歴
史
に
光
輝
を
添

へ
ん
も
の
之
又
試
射
の
烹
所
た
る
べ
し
.
終
り
に
臨
ん
で
、
館
長
並
に
諸
先
生

の
健
腿
と
舘
逆
の
降
-
l
I
H
と
を
祈
り
奉
る
。
消
党
界
位
の
清
栄
を
祝
し
、
郡
か
以

て
答
辞
と
な
す
。

昭
和
十
二
年
三
月
五
日
第
四
十
九
回
卒
業
生
総
代
某
(
同
上
書
へ
二
〇
ペ
)

8
農
業
立
国
(
前
掲
通
し
芥
号
、
間
)
福
間
農
学
校
罪
一
二
学
年

天
を
も
実
か
う
と
撃
乙
立
つ
巨
木
に
も
'
こ
れ
を
支
へ
る
幹
が
あ
り
'
こ
れ

を
指
が
せ
ぬ
根
が
あ
っ
て
初
め
て
そ
の
全
き
を
柑
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
巨
木
に
も
比
す
べ
き
跳
退
日
本
の
幹
と
な
り
「
農
は
同
の
北
な
り
]
と

か
'
「
農
は
国
の
大
本
な
り
]
と
か
言
ふ
や
う
な
古
い
言
葉
を
拾
ふ
ま
で
も
な

く
、
そ
れ
は
我
国
建
国
の
当
初
か
ら
営
ま
れ
て
来
た
尊
い
成
業
で
あ
る
と
信
ず

る
。畏

-
も
天
照
大
神
は
、
高
大
原
に
於
て
親
し
-
耕
作
し
、
章
蚕
を
励
み
給
ふ

た
の
で
あ
る
.
そ
し
て
天
孫
杓
々
杵
尊
を
こ
の
地
に
降
し
給
ふ
や
、
そ
の
御
神

勅
に
も
'

「
M
H
苅
"
蝣
r
i
s
"
'
-
"
-
-
'
蝣
"
7
"
-
I

-
=
:
n
-
Z
<
*
-
-
-
_
)
と
仰
せ
-
*
t
-
T
、
に
間
L
貢
の
H
モ
ー
・
"
'
'
r
-
r
*
:
-
-
蝣
>
.
'
し
給
・
ユ
し
、

明
ら
か
に
農
を
以
て
立
国
の
大
本
と
な
す
べ
き
事
を
お
示
し
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。爾

来
三
千
年
へ
歴
代
の
天
皇
は
常
に
勧
農
に
御
心
を
砕
き
給
ひ
'
万
民
も
亦

m
台
目
に
奉
遵
し
て
こ
の
某
に
励
み
へ
国
道
国
勢
の
助
長
に
努
め
て
来
た
の
で
あ

¥
y
t
J

円
史
を
招
い
て
国
正
の
消
長
を
案
じ
て
み
る
に
、
国
運
隆
昌
の
時
代
は
必
ず

農
業
が
栄
え
て
居
り
、
農
業
不
振
の
時
は
国
勢
も
亦
必
ず
傾
い
て
ゐ
る
の
で
あ

る
O
之
を
思
ふ
時
、
我
国
に
於
て
は
如
何
に
農
業
の
興
隆
発
達
が
必
要
で
あ
る

か
を
痛
感
す
る
と
共
に
'
弥
々
農
業
立
国
の
念
を
深
.
つ
せ
ず
に
は
居
れ
な
い
の

で
あ
る
。

又
商
工
業
の
若
し
-
勤
興
し
た
我
同
の
現
勢
に
於
て
さ
へ
、
農
業
者
は
総
人

口
の
約
五
割
を
占
め
て
'
農
業
は
あ
ら
ゆ
る
撞
業
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
.
即
ち
出
産
物
を
原
料
と
し
、
之
を
加
工
製
作
す
る
と
こ
ろ
に
、
製
糸
へ

醸
造
、
製
糖
等
の
工
業
が
起
り
、
こ
れ
を
売
買
す
る
と
こ
ろ
に
商
業
が
発
達
す

る
の
で
あ
る
。

又
農
業
は
衣
を
与
へ
、
食
を
給
し
'
又
住
を
慰
む
等
、
人
間
生
活
に
必
要
欠

-
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
支
給
す
る
氾
泉
で
あ
る
。
さ
う
し
て
衣
服
が
足
り
、
食

物
が
満
ち
'
安
住
を
柑
た
と
き
'
初
め
て
人
智
は
進
み
工
夫
が
働
い
て
、
こ
1

に
宗
教
が
起
り
芸
術
が
現
れ
、
軒
学
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
実
に
農
業
は
文
化

の
母
で
あ
る
。

そ
し
て
農
業
に
携
は
る
者
は
、
大
自
然
を
相
手
と
し
、
純
朴
に
労
働
に
照
す

る
の
で
'
堂
々
た
る
身
体
と
'
剛
性
質
実
な
る
精
神
と
が
活
養
せ
ら
れ
、
世
運

の
急
変
の
中
に
も
'
少
し
も
お
そ
れ
る
こ
と
な
-
、
よ
-
国
家
を
存
続
し
国
勢

を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
O
又
同
家
の
干
城
と
し
て
皇
凹
の
た
め

に
尽
す
兵
士
を
見
る
に
、
如
何
に
出
民
が
多
-
、
又
そ
の
質
に
於
て
も
は
る
か



に
都
会
人
を
抜
い
て
ゐ
る
か
は
、
敢
て
言
を
供
つ
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

然
る
に
現
今
[
部
の
識
者
の
中
に
'
我
国
は
土
地
が
狭
小
で
耕
地
が
少
く
'

人
口
が
悶
密
で
あ
る
か
ら
、
と
云
ふ
の
で
、
商
工
立
回
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
論
ず
る
者
が
あ
る
と
聞
-
が
'
果
し
て
我
日
本
が
商
工
立
国
を
以
て
安
ら
か

で
あ
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
。

欧
州
大
戦
当
時
'
絶
大
な
富
力
と
世
界
に
冠
た
る
比
類
の
な
い
海
軍
と
を
有

し
な
が
ら
、
彼
の
英
国
が
何
故
に
あ
れ
ほ
ど
苦
し
い
縫
取
を
な
め
た
の
だ
っ
た

ら
う
か
.
そ
れ
こ
そ
彼
等
が
商
工
立
国
を
以
て
独
り
殖
民
地
の
農
業
に
悼
ん

で
、
内
地
の
㍑
業
を
無
視
し
過
ぎ
て
ゐ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
ら
う
か
。

今
や
日
本
は
、
国
際
聯
盟
を
も
脱
退
し
、
四
面
楚
歌
の
声
を
き
く
の
非
常
時

に
直
面
し
て
い
る
。
食
糧
並
に
工
業
原
料
の
供
給
地
が
充
分
で
な
い
ば
か
り

か
'
我
が
工
産
物
の
輸
入
を
阻
止
す
る
国
さ
へ
あ
る
の
現
状
で
は
な
い
か
。
こ

れ
で
も
な
は
我
国
は
商
工
立
国
に
よ
っ
て
立
っ
て
行
け
る
と
言
へ
や
う
か
0

㍍
神
天
皇
は
詔
し
て
、

「
農
は
天
下
の
大
本
な
り
。
民
の
悼
ん
で
生
-
る
所
な
り
U
と
仰
せ
ら
れ
へ

継
体
天
皇
は
詔
し
て
、

「
蝣
'
,
蝣
蝣
蝣
r
z
:
t
 
I
-
K
^
s
H
o
^
i
r
,
:
;
ユ
3
3
'
m
t
　
1
3
不
和
川
天
下
&
-
y
.
^
?
'
-
上

故
帝
国
娼
耕
以
勤
農
業
'
后
妃
親
蚕
以
勤
女
功
。
況
在
群
寮
百
姓
其
可
原
索
農

紙
乎
.
有
司
普
告
天
下
令
知
朕
意
思
と
仰
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
立
国
の
大
本
に
ど

う
し
て
今
昔
の
変
り
が
あ
ら
う
か
。

「
農
業
立
国
」
そ
れ
は
t
 
i
3
朗
に
恵
ま
れ
た
大
自
然
を
訂
す
る
我
国
と
し
て

は
、
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
根
本
鉄
則
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
.
(
同
上
諾
、
二
二

五
～
一
三
六
ペ
)

9
　
河
村
埼
軒
を
憶
ふ
　
(
前
掲
通
し
番
号
、
　
　
大
牟
田
市
商
業
学
校
第

E
&
咋

f
.
j
川
i
:
{
肘
　
　
　
　
　
　
汁
を
=
^
o
t
　
　
　
川
"
v
-
c
:
へ
'
!
蝣
:
・
　
<
~
U
・
)

徐
ろ
に
皇
凹
の
現
状
を
挑
む
る
時
、
瑞
軒
の
機
を
見
る
に
敬
し
て
、
鰻
上
り

に
成
功
し
た
事
実
に
照
し
、
我
が
経
済
界
の
発
展
に
資
し
た
い
と
思
ふ
の
で
あ

る
。
(
結
び
の
段
落
)
　
(
同
上
宙
、
1
四
I
～
I
四
二
ペ
)

1
0
　
八
幡
製
鉄
戸
別
作
業
所
を
見
る
(
前
払
E
Z
J
L
詐
号
へ
_
)
　
小
倉
工
業

二

八
隔
市
の
北
親
に
位
す
る
八
瞳
製
塾
1
畑
作
業
所
は
'
大
正
六
年
東
洋
製
鉄

株
式
会
社
と
し
て
創
立
せ
ら
れ
た
が
'
票
半
ば
に
し
て
財
界
の
不
況
に
遭
遇

し
、
大
正
十
年
四
月
へ
八
幡
製
鉄
所
に
委
任
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
今

日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
(
冒
頚
の
段
落
)

「
も
う
暫
-
は
見
ら
れ
ん
の
だ
か
ら
、
も
う
l
度
覗
い
て
閃
き
な
」

と
言
は
れ
た
の
で
再
び
覗
い
て
み
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
赤
紫
色
に
輝
い
て
ゐ
た
。

(
結
び
の
段
落
)
　
(
同
上
訂
t
 
l
四
九
I
l
五
〇
ペ
)

1
1
　
火
事
見
舞
　
右
礼
状
(
前
掲
通
し
番
号
へ
　
t
)
　
福
岡
市
第
一
女
学
校

配
I
E
!
!
罰

昨
夜
火
災
に
御
障
り
な
ら
れ
た
事
を
今
朝
の
新
間
で
知
り
ま
し
て
本
当
に
幣

き
ま
し
た
。

折
柄
の
烈
風
で
'
さ
ぞ
か
し
御
心
配
だ
っ
た
事
で
せ
う
。

何
方
桜
に
も
御
怪
我
な
ど
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
御
案
じ
申
上
げ
て

居
り
ま
す
。

御
荷
物
の
運
び
出
し
等
、
如
何
遊
ば
し
ま
し
た
か
。
後
始
末
な
ど
色
々
と
お

忙
し
い
事
で
せ
う
か
ら
,
澄
ち
ゃ
ん
を
し
ば
ら
く
当
方
へ
お
寄
越
し
に
払
っ
て

10



は
如
何
で
す
か
へ
母
も
左
様
申
し
て
居
り
ま
す
。
又
人
手
が
足
ら
な
い
様
で
し

た
ら
、
御
知
ら
せ
下
さ
い
ま
せ
、
誰
な
り
と
御
手
伝
ひ
に
上
り
ま
す
。

取
急
ぎ
御
見
舞
申
上
げ
ま
す
。

右
　
礼
　
状

早
速
御
見
舞
下
さ
い
ま
し
て
誠
に
打
撃
っ
御
縫
い
ま
す
。
御
蔭
様
で
家
内
1

同
無
事
で
居
り
ま
す
。
私
方
の
失
火
で
な
か
っ
た
こ
と
が
せ
め
て
も
の
辛
だ
っ

た
と
あ
き
ら
め
て
居
り
ま
す
。

あ
ん
な
烈
風
で
L
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
と
心
配
致
し
て
居
り
ま
し
た
が
、

酋
様
の
御
働
き
に
よ
り
ま
し
て
、
全
焼
ま
で
に
な
ら
ず
に
く
い
止
め
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
火
事
の
模
様
な
ど
、
詳
し
-
御
知
ら
せ
致
し
た
く
思
っ
て
居
り
ま

す
が
'
取
込
み
中
で
御
座
い
ま
す
の
で
失
礼
致
し
ま
す
。
何
れ
そ
の
中
に
詳
し

く
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

お
手
紙
の
こ
と
を
母
に
印
し
ま
す
と
'
母
も
大
変
古
び
ま
し
て
'
御
言
票
に

あ
ま
へ
て
澄
子
を
二
三
日
お
預
り
し
て
頂
き
た
い
と
印
し
て
居
り
ま
す
.

先
づ
は
取
急
ぎ
御
礼
努
々
お
畑
ひ
ま
で
。
(
同
上
か
、
〓
ハ
七
ペ
)

1
2
　
冬
の
黄
昏
(
前
掲
迫
し
番
号
へ
　
1
-
)
　
西
南
女
学
院
第
二
学
年

日
鈴
は
己
に
姿
を
隠
し
た
が
、
西
の
空
は
夕
映
の
名
残
り
で
オ
レ
ン
ヂ
色
に

輝
い
て
ゐ
る
。
ひ
っ
-
そ
り
と
し
た
寂
し
い
冬
の
夕
べ
の
拾
い
風
が
肌
に
し
み
て

吹
き
過
ぎ
る
。
電
綾
に
引
懸
っ
た
破
れ
凧
が
唯
l
つ
凪
に
な
ぶ
ら
れ
て
揺
れ
て

ゐ
る
。
足
立
山
の
頂
き
は
鼠
色
に
包
ま
れ
て
湖
く
黄
昏
が
迫
っ
て
来
た
o
　
(
冒

s
c
a
s
)

だ
然
と
し
て
立
っ
て
ゐ
る
足
も
と
に
何
処
か
ら
か
白
い
紙
屑
が
転
げ
て
来
て

か
さ
り
と
鳴
っ
た
.
底
袷
の
す
る
風
が
さ
っ
と
吹
い
て
来
て
髪
を
な
ぶ
っ
て
過

ぎ
た
。
枝
ば
か
り
の
木
が
左
右
に
揺
れ
る
。
「
プ
-
プ
プ
-
」
と
豆
腐
売
の
ラ

ッ
パ
の
音
が
拾
い
凪
に
乗
っ
て
流
れ
て
来
た
。
(
結
び
の
段
落
)
　
(
同
上
む
、

一
七
五
～
一
七
六
ペ
)

1
3
　
「
竹
取
物
語
」
を
読
ん
で
(
前
掲
通
し
番
号
、
ー
)
　
福
岡
県
立
筑
紫

高
等
女
学
校
節
三
学
年

初
、
私
は
こ
の
物
語
と
、
竹
の
中
よ
り
生
れ
出
づ
る
と
い
ふ
様
な
空
憩
的
叙

述
と
'
若
い
貿
族
達
の
失
敗
に
よ
っ
て
較
し
出
さ
れ
る
ユ
ー
モ
ア
と
の
為
に
軽

い
興
味
を
持
っ
て
読
み
つ
ゞ
け
た
。
が
最
後
の
菰
耶
姫
昇
天
の
箇
所
に
到
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
興
味
と
は
異
っ
た
興
味
-
一
種
の
神
々
し
さ
を
さ
へ
感
ぜ
ず

に
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
そ
こ
に
余
り
も
神
々
し
く
、
又
余
り
も
美

し
い
永
遠
の
女
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
し
、
月
に
対
す
る
当
時
の
人
々
の

思
貴
・
慌
鴨
の
念
と
現
実
に
対
す
る
執
前
と
が
十
分
に
表
は
さ
れ
て
ゐ
た
か
ら

で
あ
る
。
(
冒
頭
の
段
落
)

私
は
こ
の
物
語
が
平
安
朝
の
投
没
的
精
神
の
先
腿
を
な
し
た
と
い
ふ
点
に
於

て
よ
り
も
、
或
は
又
捜
多
の
物
語
の
出
現
を
促
し
た
と
い
ふ
点
よ
り
も
、
.
永
遠

の
女
性
を
主
人
公
と
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
に
於
て
、
限
り
な
き
尊
敬
と
蓑
ほ
し

さ
を
へ
　
こ
の
作
者
に
対
し
て
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
姓
名

不
詳
の
1
作
者
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
永
遠
の
女
性
、
茄
郡
姫
こ
そ
は
私
達
日
本

女
性
の
中
に
流
れ
て
ゐ
る
浄
善
心
の
象
徴
で
あ
る
.
日
本
最
初
の
女
文
字
で
書

か
れ
た
小
説
へ
し
か
も
そ
の
中
に
措
か
れ
た
主
人
公
は
沖
き
日
本
女
性
の
象
徴

た
る
天
女
で
あ
る
。
こ
の
点
に
於
て
こ
の
竹
取
物
語
こ
そ
は
私
に
鼓
も
深
い
感

銘
を
与
へ
た
訂
把
の
一
つ
で
あ
る
(
結
び
の
段
落
)
　
(
同
上
怨
へ
一
八
〇
～
1

八
二
ペ
)

ll



1
4
　
六
の
巻
よ
さ
よ
う
な
ら
(
前
掲
通
し
番
号
、
ー
)
　
大
牟
田
高
等
家
政

女
学
校
一
部
第
三
学
年

い
よ
　
-
　
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
最
初
の
国
語
の
時
間
、
新
し
い
教
科
書
を
手

に
し
て
習
ふ
時
の
拝
し
さ
。
む
づ
か
し
い
言
葉
の
中
に
も
一
課
一
課
と
理
解
し

て
行
く
う
ち
に
自
ら
言
ひ
知
れ
ぬ
興
味
が
湧
い
て
来
る
。
中
で
も
特
に
心
に
焼

き
附
い
た
の
は
藤
村
の
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」
だ
。

小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
′
/
雲
白
-
遊
子
悲
し
む

縁
な
す
は
こ
べ
は
萌
え
ず
′
/
若
草
も
榊
-
に
よ
し
な
し

何
と
上
品
な
感
鮎
で
あ
ら
う
.
ひ
し
・
!
-
と
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
る
0

又
保
元
物
語
の
「
乙
若
」
に
も
強
-
心
を
打
た
れ
た
。
ま
だ
十
三
歳
の
乙
若

で
は
あ
っ
た
が
'
父
為
義
が
兄
義
朝
か
ら
斬
ら
れ
た
事
を
知
っ
た
時
の
㌍
さ
ほ

ど
ん
な
で
あ
っ
た
ら
う
.
け
れ
ど
そ
の
悲
し
み
の
中
に
も
健
気
に
幼
い
弟
達
を

慰
め
励
ま
し
へ
殺
さ
う
と
す
る
兄
を
怨
ま
ず
源
氏
の
将
来
を
心
配
す
る
心
へ
残

る
母
に
対
す
る
心
退
ひ
な
ど
へ
お
講
義
の
進
む
に
つ
れ
て
教
室
内
は
水
を
打
っ

た
や
う
に
静
ま
り
か
へ
り
'
は
て
は
喋
り
泣
き
の
声
さ
へ
洩
れ
て
来
た
。
(
三
、

四
へ
五
、
六
段
落
)
　
(
同
上
討
、
1
八
二
-
1
八
三
ペ
)

1
5
　
心
へ
前
村
山
-
f
'
.
^
r
-
1
"
)
へ
　
川
)
　
!
」
里
‥
=
斗
蝣
v
-
i
'
V
.
y
!
蝣
-
-
・
?
蝣
i
-
i
.
午

心
は
私
辻
の
生
活
の
源
淡
で
あ
り
、
又
私
達
の
一
生
を
支
配
す
る
以
動
力
で

あ
る
o
人
生
の
総
て
の
事
へ
悲
し
み
に
し
て
も
'
帯
び
に
し
て
も
'
羊
に
し
て

も
、
悪
に
し
て
も
、
心
は
そ
れ
等
を
生
み
出
し
て
行
-
。
私
達
の
行
動
は
、
ど

ん
な
つ
ま
ら
ぬ
事
些
細
な
事
で
も
、
心
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
は
な
い
。

都
会
の
街
路
を
忙
し
-
往
来
す
る
人
へ
山
間
の
小
田
に
の
ん
び
り
と
牛
を
追
ふ

人
、
誰
も
彼
も
潜
心
の
命
ず
る
処
に
従
っ
て
動
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
う
考

へ
る
と
'
心
は
実
に
神
秘
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
私
達
の
生
活
を
規
定
す
る
も

の
で
あ
り
、
又
へ
私
迂
の
生
命
そ
の
も
の
で
も
あ
る
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(
冒
頭
の
段
落
)

人
間
が
あ
ら
ゆ
る
装
飾
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
時
、
そ
こ
に
人
間
の
心
の
拓
き

姿
'
穐
き
姿
は
'
市
詣
大
の
相
を
赤
裸
々
に
硯
は
す
で
あ
ら
う
。
光
を
求
め
て
巳

ま
な
い
良
心
と
'
晴
を
慕
っ
て
狂
ふ
放
心
と
の
相
魁
の
相
が
見
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
葛
藤
の
苦
悶
こ
そ
、
人
間
生
活
の
現
実
相
で
あ
る
.
我
々
は
人
間
と

し
て
、
そ
の
生
活
を
美
し
く
、
尊
く
す
る
為
、
良
心
を
み
が
き
豊
か
に
す
る
事

を
心
掛
け
ね
ば
な
ら
ぬ
O
　
(
結
び
の
没
前
)
　
(
同
上
T
H
、
二
三
-
二
一
二
ペ
)

1
1

前
掲
の
文
例
は
'
各
学
年
(
1
年
-
五
年
)
　
に
わ
た
っ
て
、
-
叙
串
文
へ
　
2

随
恕
文
、
3
手
紙
文
、
4
論
説
文
、
5
論
説
文
、
(
文
語
体
)
6
随
思
文
へ
　
7

式
辞
文
、
(
文
語
体
)
8
論
説
文
、
9
人
物
論
、
1
 
0
見
学
記
録
、
1
 
1
手
紙
文
'
　
I

1
2
叙
畳
文
へ
　
1
3
読
吾
感
想
文
、
1
4
学
習
感
想
文
へ
　
1
5
論
説
文
な
ど
'
各
ジ
ャ
ン
　
ー

ル
か
ら
と
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

こ
れ
ら
の
文
例
を
通
し
て
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
旧
制
中
学
校
の
生
徒
た

ち
の
文
章
表
現
活
動
の
傾
向
や
そ
の
到
達
水
準
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
、
中
等
学
校
の
作
文
指
導
は
、
平
明
達
意
に
し
て
実
用
に
適
す
る
各
種

の
文
章
を
作
ら
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
文
例
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
一
般
に
修
辞
法
誠
が
強
-
は
た
ら
い
て
お
り
'
論
説
・
随
想
に

も
槻
念
的
な
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
〇

五

「
作
文
退
」
の
巻
末
に
は
、
附
録
と
し
て
文
題
集
が
表
示
さ
れ
て
い
た
.

文
題
は
'
1
個
人
家
庭
生
活
(
例
へ
私
の
家
、
愛
犬
な
ど
)
'
2
学
校
生
活

(
例
へ
入
学
式
の
朝
、
登
校
の
途
中
な
ど
)
、
3
社
会
国
家
生
活
(
例
へ
日
章

旗
、
我
が
郷
土
な
ど
)
、
4
伝
記
及
び
修
養
(
例
へ
乃
木
大
将
へ
真
の
幸
福
な



ど
)
、
5
季
節
(
例
'
夏
が
来
た
'
雪
の
朝
な
ど
)
6
自
然
(
天
象
・
地
皿
・

動
植
物
)
　
(
例
へ
梅
の
花
、
栢
物
採
集
な
ど
)
'
7
日
記
(
例
へ
　
日
記
の
一

節
、
栽
培
日
記
な
ど
)
、
8
書
簡
(
例
へ
病
気
見
舞
、
誕
生
日
に
招
く
な
ど
)
、

9
公
用
(
式
祭
文
・
届
雷
・
原
書
)
、
1
0
雑
へ
1
 
1
朝
文
(
例
、
四
季
雑
詠
へ
身

辺
雑
詠
な
ど
)
、
二
に
わ
け
て
学
年
別
に
掲
げ
ら
れ
'
自
作
の
際
参
考
に
供

さ
れ
て
い
た
o
こ
の
文
題
に
関
し
て
は
、
そ
の
類
別
に
も
、
ま
た
学
年
ご
と
の

例
示
に
も
、
便
宜
的
に
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
、
な
お
精
遇
の
た
め
検

討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

六

「
作
文
選
」
に
つ
い
て
は
、
編
者
(
福
岡
県
中
等
教
育
研
究
会
同
語
摸
文
部

会
)
み
ず
か
ら
、
「
作
文
の
校
托
詔
で
も
あ
り
、
精
神
の
修
養
詔
で
も
あ
り
'

深
切
有
益
な
入
学
受
験
の
好
参
考
書
で
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
(
同
上
讃
、

「
序
に
代
へ
て
」
)
0

ま
た
へ
　
「
作
文
の
上
達
は
人
格
の
向
上
と
順
応
す
る
。
/
作
文
道
の
発
展
は

人
間
通
の
進
歩
に
伴
ふ
。
/
微
細
な
技
巧
や
'
小
器
用
な
細
工
だ
け
で
満
足
せ

ら
れ
る
安
価
な
作
文
法
な
ら
揃
の
道
の
偽
臓
で
あ
る
u
　
(
同
上
む
、
「
序
に
代

へ
て
」
)
と
も
述
べ
て
い
る
。
粁
神
主
義
の
作
文
親
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

中
等
学
校
の
生
徒
た
ち
(
つ
ま
り
は
、
「
作
文
退
」
の
読
者
)
に
向
っ
て
'

「
作
文
の
上
手
な
人
は
幸
福
で
あ
る
。
/
立
派
な
表
現
能
力
を
持
つ
人
は
実
に

仕
合
せ
で
あ
る
U
と
述
べ
へ
「
純
貞
盛
虚
な
態
度
で
自
然
に
親
し
み
'
忠
実
な
観

察
と
思
考
と
を
重
ね
へ
経
験
に
加
ふ
る
に
多
読
と
多
作
と
の
勤
労
を
厭
っ
て
は

な
ら
ぬ
U
と
諭
し
へ
さ
ら
に
、
「
岨
唱
は
読
者
に
あ
る
。
活
用
は
人
に
あ
る
。

玩
味
し
て
生
命
を
つ
か
み
'
表
現
力
の
呼
吸
を
揃
へ
て
'
作
文
上
の
幸
福
を
体

得
せ
ら
れ
る
や
う
'
本
書
の
熟
読
を
勧
め
て
置
く
U
と
も
述
べ
て
い
る
。

「
作
文
遥
」
が
、
T
九
三
〇
年
代
半
ば
へ
わ
が
国
の
初
等
・
巾
等
印
譜
科
教

育
が
滋
も
興
隆
し
充
実
し
て
い
た
時
期
に
も
折
岡
県
下
の
全
中
等
学
校
国
語
扶

文
科
の
協
力
を
見
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
意
義
探
-
注
目
に
伍

す
る
す
ぐ
れ
た
、
試
み
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

選
ば
れ
て
収
録
さ
れ
た
'
二
二
〇
編
の
生
徒
作
文
が
各
校
種
・
各
学
年
・
各

ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
っ
て
い
て
'
当
時
の
中
等
作
文
教
育
の
到
達
水
準
を
反
映
し

て
い
る
こ
と
は
'
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
'
県
単
位
の
多
角
的
な

文
集
と
し
て
、
戦
前
中
等
作
文
の
生
き
た
実
例
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
多
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

収
録
さ
れ
た
二
二
〇
編
の
作
文
汽
料
を
通
し
て
、
当
時
の
中
等
学
校
に
学
ん

だ
生
徒
た
ち
の
日
常
生
活
へ
読
む
生
活
学
㌫
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
な

の
は
も
と
よ
り
と
し
て
、
観
察
力
・
思
索
力
・
感
受
力
の
実
質
に
も
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。
固
定
し
た
'
型
に
は
ま
っ
た
考
え
方
に
相
い
て
い
る
点
な
ど
も
'

明
ら
か
に
う
か
が
わ
れ
る
。
生
徒
た
ち
が
第
二
次
世
界
大
戦
前
夜
の
時
代
の
子

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
を
収
録
作
文
の
随
処
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
文
章
表
現
形
態
を
通
じ
て
、
文
章
の
叙
述
面
、
語
句
の
選
び
方
に
も
、
時

代
の
特
性
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
挟
語
な
ど
も
か
な
り
杭
極
的

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
作
文
退
」
そ
の
も
の
は
'
生
き
た
文
例
集
・
文
題
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
'
各
文
例
の
制
作
過
程
そ
の
も
の
'
指
導
過
程
そ
の
も
の
は
明
ら
か
で

な
い
。
し
か
し
'
各
文
例
の
背
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
指
導
者
の
指
導
が
あ
っ
た

こ
と
を
'
あ
わ
せ
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
作
文
選
」
が
当
時
ど
の
よ
う
に
実
地
に
活
用
さ
れ
た
か
,
そ
の
く
わ
し
い

こ
と
は
と
ら
え
が
た
い
が
'
中
等
作
文
教
育
史
に
、
ま
れ
な
す
ぐ
れ
た
資
料
の
1

っ
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
め
ら
れ
る
.
(
昭
和
5
3
年
6
月
1
 
1
日
前
)
(
本
学
教
授
)

ォ




